
「弘前×フランス」
プロジェクトって？

太宰治の
フランス

語翻訳を

朗読しま
した！

交流が楽
しかった

！
Lydia
　&Olivia

地域の
方との

交流の
経験が

成長の
糧にな

れば、

と思い
ます

Susann
e

マルシェの
ボランティアを経験
して、プロジェクトに
興味を持ちました

Simone

フランス語歴短いながら、

がんばりました！Liliane

Julien

前は積極的に話を伺ったり、行動

したりすることはなかったけど、

今は前よりすんなりアクション

できるようになりました

マルシェの企画から開催まで
学生中心で行っているので、
得られる達成感も大きいです！

Xavier

緊張する…

海外PBL報告展示準備（「弘前×フランス」週間）／発行した新聞／展示のオープニングに駆けつけてくれたブーヴロン村長

まちなか企画
太宰治「津軽弁×フランス語」コラボ朗読会

ポワン・ルージュ取材

イベントスタッフ研修：弘前城リレーマラソン

まちなか企画「ペタンクであそぼう！ 2016」 マルシェ出店協力者を求めて朝市へ

活動をつうじて、以前より
自分の意見が言えるように
なりました

Josephine

パティスリー ル・ブルジョン取材

La Pomme取材地域の専門家によるアドバイス

弘前市ペタンク協会取材

ヒロロ・ママフェスタに参画

Emma

取材は初体験だったので、何もかもが勉強になりました

海外PBL～ボルドーでの弘前紹介
「弘前×フランス」プロジェクト2015

報告会

「フランス日和～マルシェ2015」

昨年度発行のリーフレット

正式名称は「複言語・複文化教育プロジェクト（フランス語モデル）」といいます。地方に求められるグローバル感性
（グローバルでかつローカル、地元が世界と直結する感覚）の育成と、オルタナティブ（既存のものととって替わる
新しいものや発想）を生み出す外国語教育をめざして、フランス語・フランス（語圏）文化をモデルに探求している
弘前大学人文社会科学部の教育研究プロジェクトです。このチラシでは、学生活動を中心に紹介しています！

人とのつながり、
ネットワーク

づくりを学ぶこと
ができました

Audrey

Louise

興味を持ったお店の人
などにお話を聞いたり
できるようになりました

Sophie

ワークショップでは、弘前を身近に感じてもらうだけでなく、フランス語での交流にも挑戦しました

津軽三味線をヨーロッパでブレイク
させたいというのが夢になり、
ボルドー留学を決めました！Oscar

Léon
プロジェクト活

動には

一人一人の協
力が欠かせな

い！


